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も
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田﨑正明

登立小ＨＰ

特
別
支
援
教
育
の
充
実
へ

子
供
た
ち
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
た
上
で
、
生
活
や
学

習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
の
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
う

「
特
別
支
援
教
育
」
と
い
う
教
育
分
野
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
育
は
、
障

が
い
の
有
無
や
一
人
一
人
の
違
い
を
認
識
し
な
が
ら
、
様
々
な
人
々
が
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
特
別

支
援
教
育
は
特
別
扱
い
を
す
る
の
で
は
な
く
一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
行
う

と
い
う
個
に
応
じ
た
教
育
で
す
。
本
校
で
は
、
学
習
や
生
活
の
場
面
で
困

り
感
を
も
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
関
し
て
、
保
護
者
方
々
の
相
談
に
応
じ
、

学
校
全
体
で
子
供
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
相
談
体
制
の
充
実
と
支
援
の
工

夫
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
子
供
た
ち
が
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
は
じ
め
、
伸
び
伸
び
と
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、

我
々
大
人
の
子
供
た
ち
へ
の
正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。
も
し
、
気
に
な

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
校
の

相
談
窓
口
を
専
門
性
の
高
い
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

(

丸
田
教

諭
）
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

３０分で読める！「スマホに弱い大人の教科書」
子供たちを取り巻く環境は、私たちの子供の頃に比べ、大きく異なっています。最近では、その環

境の変化が加速度を増して進み、ネットに関わるトラブルがどんどん低年齢化しています。現状から
子供たちを守るために、私たち大人もネットの光の側面（メリット）とともに陰の側面（危険性やデ
メリット）について理解しておく必要があると考えます。右図は熊本県警察、熊本県、熊本県教育委
員会、熊本市教育委員会が連携して作成した「スマホに弱い大人の教科書～捜査現場と学校現場から
見たホンネ～」という冊子です。この冊子には、スマートフォン利用が身近な少年のインターネット
に対する感覚や少年被害の事件捜査経験を有する警察官から見た保護者の関わりの重要性な
どを紹介されています。とてもわかりやすく、題名通りの内容となっています。詳しくは右
のＱＲコードから直接読み取ることができます。ぜひご参照ください。

自
己
有
用
感
を
高
め
ま
す

自
己
有
用
感
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

人
間
関
係
に
お
い
て
自
分
の
存
在
を
価
値
あ

る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
感
覚
を
言
い
ま

す
。
「
人
の
役
に
立
っ
た
」
「
他
の
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
」
等
、
他
者
の
存
在
や
他
者

と
の
関
わ
り
を
前
提
に
し
て
、
自
分
の
存
在

を
捉
え
て
い
る
場
合
の
心
持
ち
で
す
。
一
学

期
は
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
自
尊
感
情
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
良
さ
に
着
目

さ
せ
な
が
ら
、
掲
げ
た
目
標
に
向
か
う
姿
勢

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
二
学
期
は
、
そ

れ
を
基
盤
に
自
己
有
用
感
を
高
め
、
一
歩
進

ん
だ
自
分
を
、
友
達
や
家
族
と
の
関
わ
り
の

中
で
感
じ
ら
れ
る
心
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
ま
す
。
下
図
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
も
自
己
肯
定
感
（
自
尊
感
情
の
高
ま

り
）
よ
り
も
、
自
己
有
用
感
が
高
い
状
況
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
の
び
っ
子
一
人
ひ
と
り
の

実
り
秋
〜
の
び
っ
子
の
大
き
な
成
長
を
期
待
し
て
〜

朝
夕
は
肌
寒
さ
を
感
じ
ま
す
。
急
な
気
候
の
変
化
に
衣
替
え
も
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
す
。
気
づ
け
ば

本
年
度
も
折
り
返
し
を
過
ぎ
ま
し
た
。
「
『
あ
っ
』
と
言
う
間
」
と
は
よ
く
例
え
た
も
の
で
す
。
今
後
は

よ
り
一
層
、
時
の
経
過
を
感
じ
て
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
表
現
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
日
々

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
あ
る
方
が
人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
「
朝
、
希
望
を
も
っ
て
目
覚
め
、
昼
は
懸
命
に
働
き
、
夜
、

感
謝
と
と
も
に
眠
る
」
素
晴
ら
し
い
生
き
方
だ
と
感
じ
ま
す
。
生
活
に
価
値
を
求
め
、
他
者
へ
の
高
い
相

手
意
識
と
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
心
を
常
に
も
て
る
自
分
で
あ
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、
十
月
六
日
に
は
、
上
期
の
通
知
表
「
の
び
る
」
を
子
供
た
ち
に
手
渡
し

ま
し
た
。
半
年
間
の
学
校
生
活
と
学
習
に
つ
い
て
ご
家
庭
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
年
間
二
回
の
通
知
表
で

す
。
私
た
ち
教
職
員
も
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
成
長
を
願
い
、
心
を
込
め
て
作
成
し
、
手
渡
し
ま
し
た
。

ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
子
さ
ん
の
伸
び
を
ご
称
賛
い
た
だ
き
、
下
期
の
一
層
の
成
長
を
ご
期
待

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
何
な
り
と
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

よ
さ
を
一
七
八
個
の
「
人
の
役
に
立
つ
力
」
と
し
て
捉
え
、
個
性
の
伸
長

と
と
も
に
、
深
い
絆
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
学
び
や
生
活
す
る
こ
と
の
成
果
が
実
感
で
き
る
登
立
小
を
目
指
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秋
は
、
多
く
の
学
校
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
学

習
成
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
で
得
た
成
功
体
験
を
実
感
す
る

と
い
う
、
と
て
も
実
り
多
き
時
期
と
な
り
ま
す
。
学
級
ご
と
に
文
化
展
へ
の

取
組
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
毛
硬
筆
と
描
画
に
精
一
杯
の
力
を
発
揮
し

た
子
供
た
ち
で
す
。
ご
来
校
の
際
に
は
、
子
供
た
ち
の
努
力
の
結
晶
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
学
校
生
活
に
お
け
る
成
果
を
子
供

た
ち
一
人
一
人
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
表
現
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
「
声
」
「
体
」
「
文
字
」
「
絵
画
」
な
ど
、
様
々
な
表
現
方
法
が
あ

り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
自
分
の
思
い
を
、
自
分
の
考
え
で
表
現
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
的
確
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
見

取
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
下
期
に
お
い
て
も
教
育
活
動
へ
の
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「のびる」手渡しの様子

校
庭
も
衣
替
え
～
命
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
～

来
校
さ
れ
る
方
々
が
い
つ
も
本
校
の
花
卉
の
生
育
状
況
や
美
し
さ
を
ほ

め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
の
び
っ
子
が
育
つ
環
境
と
し
て
、
花
卉
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
春
夏
と
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
校
庭
の
花
々
は
自
ら

の
役
目
を
子
孫
（
種
）
を
残
す
こ
と
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支

援
す
る
思
い
で
、
種
を
撒
き
、
発
芽
か
ら
苗
へ
の
成
長
を
見
届
け
、
今
は

移
植
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
主
事
の
平
田
先
生
が
中
心

と
な
っ
て
、
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
の
び
っ
子
た
ち
と
と
も
に
「
花

い
っ
ぱ
い
の
登
立
小
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ビ
オ
ラ
・
ス

ト
ッ
ク
・
サ
イ
ネ
リ
ア
・
ア
リ
ッ
サ
ム
・
ナ
デ
シ
コ
・
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン

デ
イ
ジ
ー
・
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
育
て
て
い
く
計
画
で
す
。

多
く
の
花
々
が
命
を
輝
か
せ
る
時
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
の
び
っ
子
た

ち
が
自
分
の
手
で
命
を
育
む
活
動
を
進
め
ま
す
。
尊
い
活
動
で
あ
り
ま
す

が
、
と
て
も
難
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
共
に
手
を
携
え
て
進
み
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

登小ＰＴＡ、九州へ
１０月３０日に佐賀市で日本
ＰＴＡ九州ブロック研究大会
が開催されます。その中で本
校ＰＴＡが団体表彰を受ける
ことになりました。先の県表
彰に続き、本校ＰＴＡ活動の
実績が認められました。田中
会長をはじめ執行部の方々の
リーダーシップと会員の皆様
方の団結力で、のびっ子を守
り、伸ばす体制が盤石である
気がします。今回の栄誉を励
みに、より一層の活動展開、
充実に努めていきましょう。

「子ども一人一人の理解と支援ために」
（熊本市教育委員会）より



上天草部会陸上記録会
９月２８日（木）に上天草部会陸上記録会が松島陸上競技場で開
催されました。快晴の下、市内の全小学校から５年生、６年生が
集い、「走る・跳ぶ・投げる」といった陸上競技に参加し、自己
記録の更新に挑みました。のびっ子たちも２学期のスタートとと
もに続けてきた練習の成果を発揮しました。種目によっては上位
入賞したのびっ子もいました。みなさん、よく頑張りました。

〔上位入賞したのびっ子たち〕
〔５年生の部〕
〇男子８００Ｍ・・・２位 木下聖叶愛くん ３位島﨑 梨央くん
〇男子走り幅跳び・・・６位 鎌田 響矢くん
〇男子ボール投げ・・・５位 西 千翔くん
〇女子１００Ｍ・・・２位 松山みちるさん ２位田中杏花さん
〇女子８００Ｍ・・・１位 田中杏花さん ４位森本 和さん
〇女子走り幅跳び・・・５位 松山みちるさん
〇女子ボール投げ・・・２位 西山心乃さん
〇女子４００ＭＲ・・・１位
〔６年生の部〕
〇男子１００Ｍ・・・３位篠田一翔くん
〇男子走り幅跳び・・・５位 篠田一翔くん
〇男子ボール投げ・・・３位小川将吾くん
〇女子１００Ｍ・・・４位 小嶋彩瑞さん
〇女子８００Ｍ・・・１位 小嶋彩瑞さん
〇女子走り高跳び・・・４位 海﨑愛菜さん

のびっ子に伝えたこと

「SASUKE-NOBO」
テレビでお馴染み「SASUKE」（障害物をアクションゲームのようにク
リアし、完全制覇を目指す巨大フィールドアスレチック）が本校にも誕
生しました。のびっ子の体力向上の取組として藤本教諭（体育主任）
の発案で実現したものです。実際には、校内遊具を利用したサー
キットコースです。運動場の全遊具を用いて、使い方を工夫しながら
進むコースチャレンジとなります。先日は、そのプロモーション動画を
体育委員会が紹介しました。のびっ子たちに、どんどんチャレンジし
てもらい、たくましい体を作ってほしいと願います。プロモーション動
画については、今後ＨＰにアップしたいと思います。

児童集会は２学期になって初
めての「ＮＢＴのびっこタイム」で
した。今回も楽しく、ためになる
話題が提供されました。環境保
全に関する取組とあいさつの取
組です。企画運営してくれたの
びっ子会のアイディアと行動力
に感心しました。

集会活動
「４分間以内にクリアできるように挑戦してみてね」体育委員会より

釘は抜けばいいんじゃない
打ち込んではいけない

集団宿泊活動

アメリカ合衆国の初代大統領ワシントンの幼
い頃のお話です。ワシントンは相当ないたずら
坊主でした。困ったお父さんはワシントンを呼ん
で「これからお前が悪いことをしたら、台所の柱
に釘を一本打ちこむ。その代わり、善いことした
ら一本抜く。」と言いました。こうすれば、いたず
らが減ると思ったのです。しかし、なかなかいた
ずらはやまず、柱は釘だらけになりました。やが
て、ワシントンも考えるようになって、優しい心を
見せたり、人を助けたりするようなりました。その
たびごとにお父さんはだまって釘を抜きました。
減ったり、増えたりが続きましたが、ある日とうとう
釘が最後の一本になりました。お父さんはワシ
ントンを呼んで、最後の釘を抜きました。そして、
柱をなでさせ「お前は本当に善い子になった。
ごらん、釘はもう一本もない。」と言いました。ワ
シントンは父に誉められて、うれしそうに釘のなく
なった柱を触りました。そして、お父さんはこう続
けたのです。「この柱に釘は１本もなくなった。だ
が、見てごらん。この釘の穴は直すことができな
い。神様でなければ、この釘の穴を元通りにす
ることはできないんだよ。」「釘が打たれた後の
穴は、そのまま残るんだ。いくらあやまっても、い
くら良いことを重ねても、一度傷つけた心の傷
は消えない。だから、決して人を傷つけてはい
けないんだ。」と言いました。その後のワシントン
は、いつも「釘は抜けばいい」ではなく、「釘を打
ち込んではならない」との考えのもと、大統領と
して素晴らしい仕事をしたと言われています。み
なさんはどうでしょうか。自分自身に、そして、自
分の周りの人に、「一生消えない釘の穴」を
作ってしまっていないでしょうか。私は、この話か
ら、自分で気づき、考えることがいかに大切か。
そして納得して行動することが自分を変えること
につながるのだということにあらためて感じました。
自分の生活に生かせることはありましたか。ワシ
ントンが見つけた自分は、どんな自分だったの
でしょう。

絵画コンクール
「九電・熊日ぼくとわたしの『あかる
い』絵画コンクール」において、宮
元紬さん（１年）の作品が優秀な評
価（県銀賞）を受けました。紬さん
はクラスの友達と楽しく過ごす様
子を表現したそうです。とても楽し
く、子供たち同士のつながりが伝
わる作品で、心がポカポカしてき
ます。紬さん、おめでとうございま
す。もっともっと、お友達となかよく、
元気で明るいクラスにしてください。

「あかるいなかま」
１年 宮元 紬さん 作

１０月１９日～２０日に５年生が集団
宿泊体験活動に参加しました。県立
天草青年の家を拠点に自然を舞台に
力いっぱい活動しました。宿泊を伴う
体験活動で、たくさんの時間を仲間と
過ごし、日頃実感できない関わりを持
ちました。活動でも海ではペーロン漕
艇、山では追跡ハイキング、製作では
焼き杉づくりと盛りだくさんの二日間で
した。掲げた３つのめあて「自然の美
しさ、大切さ」「集団生活のルール・マ
ナー」「仲間との協力」が達成できたの
びっ子たちでした。今回は大矢野町全
小学校の５年生との共同実施でもあり、
中学進学後の仲間となる人たちとの
交流もしっかり図れたようです。


